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自見はなこ氏2期目当選!!
参議院比例代表選挙

社
会
保
障
関
係
の
候
補
者
が

乱
立
す
る
厳
し
い
選
挙
戦
を

勝
ち
抜
い
た

開
票
日
当
日
は
、
自
見
は
な
こ
氏

が
十
九
時
十
分
頃
に
日
本
医
師
会
館

へ
到
着
、十
九
時
三
十
分
過
ぎ
か
ら
、

松
本
吉
郎
「
自
見
は
な
こ
後
援
会
」

会
長
を
は
じ
め
日
医
連
役
員
、
羽
生

田
た
か
し
参
議
院
議
員
、
全
国
の
医

師
連
盟
役
員
が
、
日
医
会
館
一
階
ロ

ビ
ー
に
参
集
し
、支
援
団
体
・
関
係
者

と
と
も
に
開
票
の
様
子
を
見
守
っ
た
。

十
九
時
五
十
五
分
に
、
七
月
八
日

に
凶
弾
に
倒
れ
た
安
倍
晋
三
元
内
閣

総
理
大
臣
の
死
を
悼
み
、
参
加
者
全

員
で
黙
祷
を
捧
げ
た
。

二
十
時
の
開
票
開
始
か
ら
ほ
ど
な

く
し
て
、
マ
ス
コ
ミ
報
道
に
て
福
島

選
挙
区
に
お
い
て
医
師
で
自
民
党
公

認
の
星
北
斗
氏
の
当
選
が
流
れ
る
と

大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
た
。
そ

し
て
司
会
を
務
め
る
釜
萢
敏
常
任
執

行
委
員
が
、
某
放
送
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
、
自
見
氏
の
当
選
確
実
が
出
た

こ
と
を
伝
え
る
と
、
会
場
内
は
い
っ

そ
う
大
き
な
歓
声
と
拍
手
に
包
ま

れ
、
自
見
氏
は
支
援
者
に
深
々
と
頭

を
下
げ
た
。

松
本
「
自
見
は
な
こ
後
援
会
」
会

長
は
「
今
回
の
選
挙
で
は
、
全
国
比

例
区
で
自
民
党
公
認
の
医
療
・
介

護
・
社
会
保
障
関
係
が
十
人
立
候
補

し
、
大
変
厳
し
い
選
挙
戦
だ
っ
た
。

そ
の
な
か
で
票
を
固
め
て
い
た
だ
い

た
」
と
関
係
者
に
謝
意
を
示
し
た
。

自
見
氏
は
「
今
回
の
選
挙
は
大
変
厳

し
か
っ
た
が
、
考
え
て
い
た
よ
り
も

早
く
当
確
を
出
し
て
い
た
だ
き
、
感

謝
申
し
上
げ
る
。
今
後
も
日
医
と
密

接
に
連
携
し
、
仕
事
を
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
、
詰
め
か
け
た
支
援
者

一
人
ひ
と
り
と
握
手
を
交
わ
し
た
。

散
会
後
、
松
本
「
自
見
は
な
こ
後

援
会
」
会
長
と
自
見
氏
は
、
当
確
報

告
の
た
め
自
民
党
本
部
へ
向
か
っ
た
。

7月10日　ダルマに目を入れる自見氏

　

第
26
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
、
７
月
10
日
投
開
票
が
行
わ
れ
た
。

　

比
例
代
表
（
全
国
区
）
に
日
本
医
師
連
盟
推
薦
（
自
民
党
公
認
）
で
立
候
補
し
て
い
た
自
見
は
な
こ
氏
は
、
21
万
３

３
６
９
票
（
自
民
党
８
位
）
で
２
期
目
の
当
選
を
果
た
し
、
１
期
目
に
く
ら
べ
お
よ
そ
３
千
票
を
上
積
み
し
、
初
当
選

時
と
同
様
に
自
民
党
公
認
の
医
療
・
介
護
・
社
会
保
障
関
係
10
名
の
う
ち
、
ト
ッ
プ
の
成
績
で
の
当
選
で
あ
っ
た
。

7月9日　選挙戦最終日の街頭演説（小倉）

6月24日　満員の総決起大会会場

7月10日　当選報告会で茂松茂人日本医師会副会長
より花束贈呈

6月24日　総決起大会で挨拶

6月22日　出陣式でガンバロー

6月26日　小倉で街頭演説

6月22日　遊説スタート

写
真
で
振
り
返
る

参
院
選
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っ
そ
う
頑
張
り
ま
す
。

二
期
目
の
抱
負
〈
福
祉
政
策
〉

一
期
目
で
は
、
超
党
派 

脳
卒
中
・

循
環
器
病
対
策
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
議

員
連
盟
事
務
局
長
と
し
て
、
脳
卒
中

や
心
臓
病
等
の
リ
ハ
ビ
リ
支
援
体
制

の
充
実
に
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
成
育

基
本
法
推
進
議
員
連
盟
事
務
局
長
と

し
て
も
、
成
育
基
本
法
や
医
療
的
ケ

ア
児
支
援
法
を
通
じ
て
乳
幼
児
の
股

関
節
脱
臼
・
臼
蓋
形
成
不
全
、難
聴
、

視
覚
異
常
、
学
童
期
に
お
け
る
側
弯

症
な
ど
の
早
期
発
見
・
支
援
の
充
実

に
尽
力
し
た
ほ
か
、
難
聴
対
策
推
進

議
員
連
盟
事
務
局
長
と
し
て
難
聴
児

の
療
育
や
高
齢
者
の
適
切
な
補
聴
器

へ
の
ア
ク
セ
ス
推
進
で
も
大
き
な
進

展
が
あ
り
ま
し
た
。予
算
の
拡
充
や
、

担
い
手
と
な
る
人
材
の
育
成
を
大
き

く
進
め
て
参
り
ま
す
。

二
期
目
の
抱
負
〈
こ
ど
も
政
策
〉

初
当
選
以
来
、
こ
ど
も
政
策
の
総

合
的
な
司
令
塔
と
な
る
省
庁
の
新
設

を
目
指
し
て
参
り
ま
し
た
。
二
〇
一

八
年
十
二
月
に
議
員
立
法
で
成
立
し

た
成
育
基
本
法
に
も
「
行
政
組
織
の

在
り
方
等
の
見
直
し
」
を
規
定
し
、

二
〇
二
一
年
二
月
か
ら
は「Children 

First

の
子
ど
も
行
政
の
あ
り
方
勉

強
会
」
を
山
田
太
郎
参
議
院
議
員
と

共
同
事
務
局
で
立
ち
上
げ
、
本
年
六

月
十
五
日
に
「
こ
ど
も
家
庭
庁
設
置

法
」
と
「
こ
ど
も
基
本
法
」
が
成
立

し
、
つ
い
に
来
年
四
月
の
「
こ
ど
も

家
庭
庁
」
発
足
が
決
ま
り
ま
し
た
。

つ
く
っ
て
終
わ
り
で
な
く
、
魂
を
込

め
て
い
く
作
業
が
二
期
目
の
課
題
で

す
。
当
初
か
ら
掲
げ
て
い
た
「
こ
ど

も
関
連
予
算
を
倍
増
し
て
欧
州
先
進

国
並
み
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
三
％
に
」
を
目

指
し
、
こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
の

予
算
の
議
論
に
臨
み
ま
す
。

医
療
機
関
へ
の
財
政
支
援
措
置
の

延
長
実
現

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

第
七
波
が
訪
れ
、
医
療
提
供
体
制
が

逼
迫
す
る
な
か
、
七
月
末
ま
で
と
さ

れ
て
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
対
す
る
医
療
提
供
体
制
整
備

の
た
め
、
以
下
の
財
政
支
援
措
置
に

つ
い
て
、
九
月
三
十
日
ま
で
延
長
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
松
本
委
員

長
を
は
じ
め
、
日
本
医
師
連
盟
の
先

生
方
の
お
力
添
え
の
お
か
げ
で
す
。

・
転
入
院
支
援
の
た
め
の
即
応
病
床

へ
の
緊
急
支
援
（
一
床
当
た
り
四
百

五
十
万
円
）

・
発
熱
外
来
を
公
表
し
て
い
る
場
合

の
診
療
報
酬
の
追
加
的
対
応
（
一
日

に
つ
き
プ
ラ
ス
二
百
五
十
点
）

・
重
症
化
リ
ス
ク

の
高
い
コ
ロ
ナ
自

宅
療
養
患
者
へ
の

電
話
等
初
再
診
の

追
加
的
対
応
（
一

日
に
つ
き
プ
ラ
ス

百
四
十
七
点
）

・
高
齢
者
施
設
等

へ
の
看
護
職
員
派

遣
に
対
す
る
補
助

引
上
げ
（
一
時
間

当
た
り
五
千
五
百

二
十
円
→
八
千
二

百
八
十
円
）

・
施
設
内
療
養
を
行
う
高
齢
者
施
設

等
へ
の
補
助
拡
充
（
最
大
十
五
万
円

→
三
十
万
円
）

全
国
で
感
染
者
数
が
拡
大
す
る
な

か
、
医
療
機
関
に
対
す
る
い
っ
そ
う

の
支
援
の
拡
充
に
引
き
続
き
努
め
て

参
り
ま
す
。

医
療
・
介
護
・
福
祉
の
現
場
へ
の

物
価
高
騰
に
対
す
る
支
援
に
つ
い

て
（
七
月
二
十
六
日
）

物
価
高
騰
の
影
響
が
医
療
・
介

護
・
福
祉
の
現
場
に
も
出
て
お
り
、

光
熱
水
費
等
の
負
担
を
危
惧
す
る
お

声
を
多
数
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

本
年
四
月
に
予
算
化
さ
れ
た
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
」
一
兆
円
の
取

扱
い
の
な
か
で
、
医
療
機
関
、
介
護

施
設
、
保
育
所
・
幼
稚
園
・
認
定
こ

ど
も
園
等
に
お
い
て
、
食
材
料
費
の

値
上
げ
や
、
光
熱
水
費
の
高
騰
が
生

じ
て
い
る
場
合
等
に
、
地
方
公
共
団

体
が
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」
を

活
用
で
き
る
旨
の
事
務
連
絡
が
、
五

月
か
ら
七
月
に
か
け
て
厚
生
労
働
省

や
内
閣
府
子
ど
も
・
子
育
て
本
部
、

文
部
科
学
省
か
ら
発
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
事
務
連
絡
が
出
さ
れ

た
タ
イ
ミ
ン
グ
に
よ
り
六
月
議
会
に

間
に
合
っ
た
自
治
体
が
大
変
少
な
か

っ
た
の
が
現
状
で
す
。
今
後
、
地
方

公
共
団
体
に
お
い
て
予
算
化
す
る
た

め
に
は
、
八
月
上
旬
ま
で
に
各
自
治

体
内
で
働
き
か
け
が
な
け
れ
ば
、
九

月
議
会
等
で
審
議
す
る
補
正
予
算
案

の
項
目
に
入
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
予

算
規
模
が
大
き
く
な
る
た
め
、
交
付

金
の
積
み
増
し
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
七
月

二
十
六
日
の
自
民
党
厚
生
労
働
部
会

で
本
件
を
議
題
と
し
て
審
議
し
ま
し

た
。
医
療
・
介
護
・
福
祉
事
業
者
に

対
す
る
臨
時
交
付
金
に
よ
る
支
援
の

確
実
な
実
施
と
、
臨
時
交
付
金
を
積

み
増
し
て
支
援
に
か
か
る
財
源
の
確

保
を
自
民
党
と
し
て
も
強
く
政
府
に

求
め
る
べ
き
だ
と
私
も
発
言
し
、
厚

労
省
か
ら
も
臨
時
交
付
金
の
積
み
増

し
要
求
を
し
て
い
く
と
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
八
月
十
五
日

に
は
岸
田
文
雄
内
閣
総
理
大
臣
が
臨

時
交
付
金
の
増
額
を
表
明
さ
れ
ま
し

た
。
予
備
費
等
を
活
用
し
た
具
体
的

な
対
策
は
、
九
月
上
旬
に
内
閣
府
で

と
り
ま
と
め
ま
す
。

現
場
を
支
え
る
た
め
、
引
き
続
き

緊
張
感
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。
ご
指
導
と
ご
支
援
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

自
民
党
医
療
系
議
員
団
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
本
部
緊
急
提
言
（
八
月
五
日
）

コ
ロ
ナ
の
感
染
者
数
拡
大
が
続
く

な
か
で
、保
健
所
や
医
療
・
介
護
現
場

に
大
き
な
負
担
が
か
か
っ
て
お
り
、

重
症
化
リ
ス
ク
の
あ
る
高
齢
者
や
基

礎
疾
患
の
あ
る
方
、
妊
婦
や
小
児
の

診
療
等
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
ま

す
。
人
的
・
物
的
資
源
に
限
界
も
あ

る
状
況
で
、
通
常
医
療
と
コ
ロ
ナ
医

療
を
守
る
た
め
、
自
民
党
医
療
系
議

 

「
国
民
医
療
の
発
展
に
向
け
て
」

参
議
院
議
員 

自
見
は
な
こ 

活
動
報
告

自
見
先
生
か
ら
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た

松
本
吉
郎
日
本
医
師
連
盟
委
員
長

を
は
じ
め
、
日
本
医
師
連
盟
の
先
生

方
に
は
平
素
よ
り
多
大
な
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
り
、
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
六
月
二
十
二
日
公
示
、
七

月
十
日
投
開
票
で
行
わ
れ
た
第
二
十

六
回
参
議
院
選
挙
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

行
わ
れ
た
非
常
に
厳
し
い
戦
い
で
し

た
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
結
果
的
に

二
十
一
万
三
千
三
百
六
十
九
票
と
い

う
、
一
期
目
の
得
票
を
上
回
る
数
の

ご
負
託
を
賜
り
、自
民
党
内
六
位（
特

定
枠
を
除
く
）、
社
会
保
障
系
一
位

の
成
績
で
当
選
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
日
本
医
師
連
盟
の
先
生

方
に
よ
る
ご
支
援
の
賜
物
と
心
得
ま

す
。
再
び
議
席
を
預
か
る
大
き
な
責

任
に
、身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

さ
ら
に
、
八
月
十
二
日
に
は
第
二

次
岸
田
改
造
内
閣
に
お
い
て
、
こ
ど

も
政
策
、
少
子
化
対
策
、
地
方
創
生

等
を
担
当
す
る
内
閣
府
大
臣
政
務
官

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
先
生
方
の

ご
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
わ
が
国
の

社
会
保
障
を
巡
る
諸
課
題
に
全
力
で

取
り
組
み
ま
す
。

二
期
目
の
抱
負
〈
医
療
政
策
〉

少
子
高
齢
化
の
進
展
、
円
安
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
価
格
上
昇
に
よ
る
経
常
収

支
の
悪
化
な
ど
、
社
会
保
障
費
の
確

保
が
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
き
ま

す
。
二
〇
二
四
年
の
診
療
報
酬
・
介

護
報
酬
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報

酬
の
ト
リ
プ
ル
改
定
で
の
確
実
な
財

源
確
保
に
向
け
、
不
退
転
の
覚
悟
で

臨
み
ま
す
。
か
か
り
つ
け
医
の
あ
り

方
の
議
論
も
本
格
化
し
て
く
る
な
か

で
、
医
療
費
抑
制
の
た
め
に
患
者
さ

ん
の
受
診
の
門
戸
を
狭
め
る
よ
う
な

こ
と
は
、
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
新
た
に
設
置
さ
れ
る
「
内
閣

感
染
症
危
機
管
理
庁
」
の
な
か
で
さ

ま
ざ
ま
な
新
興
感
染
症
対
策
を
強
化

し
て
い
く
に
当
た
り
、
我
々
医
師
が

担
う
役
割
も
飛
躍
的
に
大
き
く
な
る

一
方
で
、
二
〇
二
四
年
に
は
医
師
の

時
間
外
労
働
規
制
が
適
用
さ
れ
る
た

め
、
地
域
医
療
を
守
り
つ
つ
過
重
労

働
を
防
ぐ
た
め
の
働
き
方
改
革
の
議

論
も
本
格
化
し
て
参
り
ま
す
。
国
民

皆
保
険
を
守
る
た
め
、
こ
う
し
た
課

題
に
全
力
投
球
し
ま
す
。

二
期
目
の
抱
負
〈
介
護
政
策
〉

一
期
目
で
は
、
介
護
現
場
で
の
コ

ロ
ナ
対
策
を
は
じ
め
、
介
護
従
事
者

の
処
遇
改
善
や
、
厚
生
労
働
大
臣
政

務
官
と
し
て
「
医
療
・
介
護
・
保
育

分
野
に
お
け
る
適
正
な
有
料
職
業
紹

介
事
業
者
の
認
定
制
度
」
創
設
に
携

わ
る
な
ど
、
介
護
の
充
実
に
尽
力
し

て
参
り
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害
時
に

お
け
る
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
連
携

強
化
や
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
の
活
躍
推
進
に
も

努
め
ま
し
た
。
介
護
報
酬
改
定
に
お

い
て
も
、
二
〇
一
八
年
、
二
〇
二
一

年
と
二
期
連
続
で
プ
ラ
ス
改
定
を
勝

ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
う

し
た
流
れ
を
さ
ら
に
加
速
し
て
、
二

〇
二
四
年
の
改
定
に
向
け
て
よ
り
い7月10日　日本医師会館にて当選報告会

当選確定後、自民党本部にて松本吉郎後援会長と

6月28日　群馬県遊説

7月9日　福岡県街頭演説

8月12日　首相公邸（旧官邸）にて

6月29日　茨城県遊説

（
６
面
へ
）


